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1 はじめに
現在，国は水産業に地域の活性化・産業の活性化を目的とした



















































































損失費用（Shortage Cost）は op に依存し，それぞれ TC(op)
，OC(op)，SC(op) とする．op は opF，opS の総称であり，詳
細は次節で後述する．
minimize TC(op）









業における在庫管理を，次の I～IV をもとに，図 1のようにモ













































図 3 opF3 = 200のときの総費用
デル化した．当該企業は仕事を T 日間おこない，総費用 TC，発
注費用 OC，品切れ損失費用 SC を求めることとする．
I 在庫: 水産加工業社は工場と販売店にそれぞれ倉庫 F，Sを
持つ．倉庫 Fでは N 種の原材料を，倉庫 S ではM 種の商
品を在庫管理の対象とする．現在の在庫量は qF，qS であ
り，原材料 n(1  n  N)，m(1  m  M)は qFn，qSm
分の在庫が保存されている．各倉庫には発注点 opFn，opSm
および，補充点 rpFn，rpSm が設定されている．また維持
費として 1日につき，保管費 hF，hS 分消費する．
II 加工: 原材料 n を un 分消費して vm 分の商品 m が作られ
る．このとき，1日につき加工コスト pcがかかる．商品 m
の在庫量が opSm 以下になったとき，商品 mの加工を要請
するため，緊急加工コスト ecがかかる．緊急加工では，vm
の a倍加工する．
III 販売: 加工した商品を販売する．客の需要量 dm は 1 日の
平均 Dm のポアソン分布に従う．倉庫 Sの在庫がなくなっ
たとき，品切れ損失として scm 消費する．
IV 観測，発注: 観測周期 Rに従い，各倉庫にある在庫量を調
べる．観測後，各在庫管理方式の発注条件を満たす時，在庫
を増やすために仕入先に発注する．原材料 n のリードタイ
ム Ln は確率的に変化する．倉庫 F へ納品されると，発注
量 Qn 分だけ在庫が増加し，1箱に付き仕入れ値 cn が，発
注 1回に付き固定費 kn が発生する．
この図 1 の在庫管理モデルのもと表 1 の数値例を用いてシ
ミュレーションをおこない，第 3 節で述べた在庫管理方式を比
較する．各発注点を 0; : : : ; 200と変化させ，総費用 TC，発注費









点を求めるため opF1，opF2，opF3 を変数とした最小化問題 (1)
表 1 シミュレーションにおける数値例
名前 記号 数値例
原材料の品種 (種) N 3
商品の品種 (種) M 5
倉庫 Fにおける原材料 nの発注点 (箱) opFn(n = 1; : : : ; 3) 0，: : :，200
倉庫 Sにおける商品mの発注点 (点) opSm(m = 1; : : : ; 5) 50
倉庫 Fにおける原材料 nの補充点 (箱) rpFn(n = 1; : : : ; 3) 200
倉庫 Sにおける商品mの補充点 (点) rpSm(m = 1; : : : ; 5) 200
倉庫 F，Sの保管費 (円/日) hF，hS 1000，1000
加工量 (箱/回) un(n = 1; : : : ; 3) 10
商品量 (点/回) vm(m = 1; : : : ; 5) 10
加工コスト (円/日) pc 2000
緊急加工コスト (円/回) ec 10000
緊急加工での vm の倍率 a 5
需要 (点/日) Dm 20
商品 1,2,3の品切れ損失費用 (円/回) sc1; sc2; sc3; sc4; sc5 3000,1000,2000,2000,5000
観測周期 (日) R 1
原材料 1,2,3のリードタイム (日) L1; L2; L3; 0; : : : ; 2，2; : : : ; 4，3; : : : ; 6
発注量 Qn(n = 1; : : : ; 3) 100
原材料 1,2,3の仕入れ値 (円/箱) c1; c2; c3 300,100,200
原材料 1,2,3を発注するための固定費 (円/回) k1; k2; k3 1000,2000,3000
シミュレーション日数 (日) T 365
の目的関数，制約条件を重回帰分析により (2），（3），（4)のよう
に数式化した．
TC =（  3437)opF1 +（  2971)opF2 +（  658)opF3 + 28325299(2)
OC = 3346opF1 + 2006opF2 + 1107opF3 + 2912439　 (3)
SC = 419opF1 + 640opF2 + 122opF3 + 3499128 (4)
最小化問題 (1)より最適な発注点 opF1 = 176，opF2 = 149，
opF3 = 180が得られた．opF3 = 180に固定させたとき，opF1
，opF2 を 100，: : :，200 まで変化させたときの総費用は図 3 の
ようになった．図 3から，opF2 が総費用に一番影響を与えてい
ることがわかる．そして opF2 = 140のとき，最小値になること
が確認できるが，最小化問題 (1)の結果を考慮し，opF1 = 176，
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